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地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

土
地
所
有
者
や
地
区
の
団
体
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
都
市
計
画

の
決
定
や
変
更
を
行
政
に
提
案
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

住宅の
バリアフリー改修

都
市
計
画
に
は
、
そ
の
土
地
の
使
い
方
、
建
物
の
建
て
方
な
ど

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
、
道
路
・
公
園
・
下
水
道
の
配
置
、
区
画

整
理
・
再
開
発
計
画
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

都市計画提案のながれ

提
案
で
き
る
の
は
、
五
千
㎡
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
区
域
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
提
案
で
き
ま
す
。

提
案
で
き
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
？

●
住
宅
以
外
の
建
物
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
活
気
あ
る
地
区
に
し
た
い

●
歴
史
観
の
あ
る
地
区
の
街
並
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
、
建

築
物
の
高
さ
制
限
や
用
途
制
限
を
加
え
た
い

①65歳以上のかた②要介護認定か
要支援認定を受けているかた③障
害があるかたが居住する既存の住
宅(賃貸住宅を除く)

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
を
、
５
月
８
日
(火)
に
お
送
り
し
ま

す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
５
月
31
日
(木)

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

土
地
の
固
定
資
産
税
の
額
を
定
め
る

基
礎
と
な
る
「
課
税
標
準
額
」
は
、
過

去
か
ら
の
評
価
額
と
関
係
し
ま
す
。

土
地
の
評
価
額
は
、
平
成
５
年
度
以

前
は
地
価
公
示
価
格
よ
り
か
な
り
低
い

額
で
、
そ
の
水
準
も
市
町
村
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

平
成
６
年
度
に
全
国
一
律
に
地
価
公
示

価
格
の
７
割
を
め
ど
に
評
価
替
え
を
行

い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
評
価
額
が
大
幅

に
上
昇
し
ま
し
た
。

本
来
は
「
評
価
額
＝
課
税
標
準
額
」

で
す
が
、
急
激
に
負
担
が
増
え
る
こ
と

を
抑
え
る
た
め
、
課
税
標
準
額
を
緩
や

か
に
引
き
上
げ
て
評
価
額
に
近
づ
け
て

い
く
よ
う
に
調
整
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
左
の
例
の
よ
う
に
、
評

価
額
に
課
税
標
準
額
が
追
い
付
い
て
い

な
い
土
地
は
、
地
価
と
評
価
額
が
下
が

っ
て
も
、
課
税
標
準
額
が
上
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
土
地
担

当tel(

８
６
６)

２
０
５
６

地
価
は
下
落
な
の
に
土
地
の

税
額
は
上
昇
。
な
ぜ
？

─固定資産税が減額に─

バリアフリーのための改修を行っ
た住宅の固定資産税は、申請により、
翌年度分の税額(100㎡分を限度)を
３分の１減額します。
改修工事完了後、

３か月以内に申請し
てください。

●廊下の拡幅　●床表面の滑り止め
化　●床の段差解消　●階段の勾配
緩和　●浴室や便所の改良　●手す
りの取り付け　●引き戸への取り替
え　 問い合わせ

資産税課家屋担当tel(866)2057

対象工事(補助金などを除く自己
負担が30万円以上)

対象となる住宅

評価額と課税標準額
(非住宅地で課税標準額
が評価額より低い場合)

固
定
資
産
税

都市計画課
tel(８６６)２１５２

問い合わせ

納
税
通
知
書
を
５
月
８
日
に
お
送
り
し
ま
す
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４
月
25
日
(水)
、
河
辺
地
域
に
待
望
の
図
書

館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
愛
称
は
〟
せ
せ
ら
ぎ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〟
。
中
央
図
書
館
明
徳
館
の
河

辺
分
館
と
し
て
、
河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
１
階
に
開
設
し
ま
す
。
開
架
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
児
童
書
を
中
心
に
約
１
万
冊
、
ビ
デ

オ
教
材
な
ど
を
貸
し
出
す
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

明
徳
館
、
土
崎
・
新
屋
・
雄
和
図
書
館
、

イ
ソ
ッ
プ
号
で
借
り
た
本
を
返
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央図書館明徳館河辺分館
tel(８８１)１２０２

問い合わせ

中
央
図
書
館
明
徳
館
河
辺
分
館

せ
せ
ら
ぎ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

図書館は英語で「ライ
ブラリー」。「せせらぎ」
は、岩見川の清流が流れ
る河辺にぴったりだと思
い、二つを合わせてこの
愛称を考えました。

河辺分館の
愛称を考えた

岡部大樹さん
(河辺中１年)

児童書が充実しています！

約
四
百
年
前
、
常
陸
国

ひ
た
ち
の
く
に

を
治
め
て
い
た
佐

竹
氏
が
、
出
羽
国

で
わ
の
く
に

秋
田
・
仙
北
両
所
へ
国
替

え
と
な
っ
た
歴
史
的
つ
な
が
り
で
結
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
友
好
の
絆き

ず
な

を
深
め
て
き
た
常
陸
太

田
市(

茨
城
県)

、
秋
田
市
、
仙
北
市
。
平
成

の
大
合
併
で
新
市
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
三
市
連
携
交
流
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
、
三
市
の
市
長
が
連
携
交

流
の
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
、
今
年
八
月
四

日
(土)
に
は
、
秋
田
市
を
会
場
に
、
今
後
の
交

流
の
あ
り
方
を
定
め
る
提
携
書
の
調
印
式
を

行
う
予
定
で
す
。

市
民
を
中
心
と
す
る
三
市
の
連
携
交
流

は
、
歴
史
文
化
の
継
承
や
広
域
的
観
光
の
振

興
、
災
害
時
の
相
互
支
援
、
青
少
年
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
結
び
つ
き

を
深
め
、
市
民
が
郷
土
や
ゆ
か
り
の
地
の
歴

史
、
文
化
の
価
値
を
再
認
識

し
、
ひ
い
て
は
各
市
が
活
性

化
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

八
月
の
調
印
式
は
、
三
市

の
市
長
の
ほ
か
、
市
議
会
議

員
や
市
民
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
か
た
が
た
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
調
印
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
三
市
で
開
催

し
ま
す
。

各
市
の
記
念
行
事(

予
定)

●
秋
田
市

企
画
展
「
秋
田
藩
主
と
家
臣
た

ち
」(

６
月
〜
９
月
、
佐
竹
史
料
館)

三
市

連
携
調
印
記
念
パ
ネ
ル
展(

８
月
、
ア
ル
ヴ

ェ)

●
仙
北
市

観
光
物
産
展(

４
月
下
旬
、

角
館)

な
ど

●
常
陸
太
田
市

産
業
文
化
祭
「
常
陸
の
国

ま
つ
り
」(

11
月)

な
ど

常陸太田市の佐竹小学校の児童が、姉妹校である
中通小学校との交流で千秋公園を見学(平成16年)

市
で
は
、
八
月
の
連
携

交
流
調
印
式
に
向
け
て
、

三
市
の
交
流
情
報
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
常
陸

太
田
市
や
仙
北
市
と
の
交

流
に
関
す
る
情
報
を
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど

で
企
画
調
整
課
国
際
交
流

担
当
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

tel(

８
６
６)

２
０
３
３

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)
２
２
７
８

E
メ
ー
ル

ro-plm
n@
city.akita.akita.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.

city.akita.akita.jp/city/pl/in/

問い合わせ

仙北市田沢湖刺巻のミズ
バショウ群生地は、今月
下旬まで見ごろです

■開館時間　午前10時～午後６時
（土・日、祝日は午後５時まで）

■休 館 日 月曜日、年末年始ほか　


